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大 洲 民 報 2018 年 9 月 16 日 
日 本 共 産 党 

大洲市委員会 

23-3271 

39-2915 大洲市９月定例議会 
～日本共産党 梅木かづこ の 議会報告 ～ 

 

○７月豪雨災害について 
＜市長答弁＞ 

 私自身、家屋が浸水・損壊し、築き上げてこられた財産や平穏な生活を

奪われた市民の皆様に「天災だから仕方ない」という思いをしたことは一

切無い。７月７日の発災以降、二度とこのような災害を起こしてはならな

いという気持ちで取り組んできた。「経験が浅い、迷惑をかけた」という言

葉は、市民の被災状況を思うと言葉に詰まり、自分自身への戒めとして語

ったもの。 

 また、ダム操作や放流に関しても、災害直後から検証すべきとの立場で

あり、私も大洲市民の一人として、同じ災害を繰り返してはならない気持

ちは、誰よりも持っている。 

 今回の災害と正面から向き合い、被害を最小限に抑え、犠牲者を出さな

いための対策を講じ、安心して日常生活や経済活動が行えるように、スピ

ード感をもって治水対策の強化と減災対策に取り組み、災害に強いまちづ

くりを進めていく考えです。 

 

 ２０１８年度９月議会補正予算案 
先週のつづきです。 

（単位：千円）

○要保護及び準要保護補助金：２，７０２ 

５７人×４７，４００円＝２，７０１，８００円 入学前支給分 

○新谷中学校改築：１７０，３６０ 

○喜多幼稚園ブロック塀撤去改修：３，７８０ 

○災害復旧：２，４００    

東若宮３号公園 肱川緑地公園ほか 

○農業災害施設復旧費：２８，６５８ 

○肱川基幹集落センター災害復旧費：１５，９３０ 

○公用車購入費：１９，５１６ 

被災した１２台購入費 

 

鹿野川ダムの放流操作及び情報提供についての 

説明会が菅田地域で開かれました。 
９月１８日午後７時から、鹿野川ダムの放流操作及び情報提供についての

説明会が菅田小学校体育館で開かれました。 

  参加されていた市民の方々の声です。 

 

・ホットラインと連携出来ていたのか？ 

・野村ダムとの連携を説明すべきだ。 

・大洲市の被害はダム操作によるものだ。 

・なぜ急激な放流を行ったのか？ 

・野村ダムを治水ダムにかえられないのか？ 

・日頃の防災の体制が出来ていない。 

・大洲市は水害の町。このままいくと夕張のようになる。 

・肱川、河辺はケーブルが切断されていて避難指示が伝わっていなかった。

・自主防災の備品も流されてしまっている。対策をしてほしい。 

・空からの救助も検討してほしい。 

・大成の橋を早期に再建してほしい。病院にいくのも大変。 

・ダムの能力には限界がある。ダムの欠陥ではないか？ 

・想定外ならそのための対応が必要。 

・ あなた達のダム操作で死にそうになった。人も殺した。物も失った。

ダムは災害をなくすというが、ダムを造ることで災害が増した。想定

外ならダムを造るな。あなたは殺人をしたのです。 

 


